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概要

本研究で、我々は分散ソフトウェア内の crosscutting concerns をモジュール化するため
AspectJ [3, 2] の言語仕様を拡張する。アスペクト指向プログラミング [4, 7, 1, 5] はロギン
グ・同期処理などの複数のモジュール間にまたがる処理、すなわち crosscutting concerns を
アスペクトと呼ばれるモジュールに分離する技術である。これにより、開発者は保守性・可読

性の高いソフトウェアを作成することができるようになった。しかし、分散ソフトウェア内に

存在する crosscutting concerns のいくつかは、既存のアスペクト指向プログラミング言語を
利用しても保守性・可読性の高いシンプルなアスペクトに分離しきれない。むしろ、そのよ

うな crosscutting concerns を分離したモジュールは、複数のホストに分散してしまう傾向が
あり、アスペクト内部で明示的なネットワーク通信を必要とし、記述が複雑になる。本論文で

は、汎用的な Java 言語用のアスペクト指向プログラミング言語である AspectJ と Java RMI
[6] を用いて記述された分散ソフトウェアのテストコードを例に、アスペクトが内部で明示的
なネットワーク通信を必要とするため、シンプルにならないことを問題として取り上げる。

この問題を解決するために、我々は分散ソフトウェア用に AspectJ の言語仕様を拡張した
アスペクト指向プログラミング言語 DJcutter を提案する。既存のアスペクト指向プログラミ
ング技術と DJcutter の大きな違いは、DJcutter が遠隔ポイントカット (remote pointcut) と
呼ばれる言語機構を提供していることである。ポイントカットは AspectJ 言語が提供する言
語機構であり、プログラム実行中のメソッド呼び出し・フィールド参照などの基本要素を指定

する機能である。しかし、AspectJ のポイントカット機構は単一ホスト内のプログラム中の基
本要素のみ指定するものであり、分散ソフトウェア内の crosscutting concerns を分離するに
は不十分である。DJcutter はこのポイントカット機能を拡張し、複数のホスト上のプログラ
ム中の基本要素を指定できるようにした。この遠隔ポイントカット機構を利用することで、開

発者は複数のホスト間にまたがる crosscutting concerns を明示的なネットワーク通信を必要
としないシンプルなアスペクトを記述することが可能になる。

我々は本研究を今年の 3 月に開催される国際会議 AOSD 20041 で発表する。本発表では、
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そのとき提出した論文の内容を紹介する。
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